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「移動する子ども」という記憶と力―ことばとアイデンティティ 

 川上郁雄（早稲田大学大学院日本語教育研究科） 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．移民の子どもはどのように語られてきたか 

 １．問題意識：移民の子どもの語られ方 

        親の国籍、出身地、エスニシティなどで子どもが語られてきた。 

        「くくりかた」の死角、暴力性 

        「名付け」「名乗り」 

        →子どもが自分をどう考え、どう生きようとしているのか 

         ＝子どもの主体を議論する視点 

 ２．移民研究の動向 

 ３．日本の移民研究から 

１．「移民」の名称と移民の子ども 

２．「日系ブラジル人」の生成 

３．「中国帰国者」から「中国系ニューカマー」まで 

４．「在日コリアン」の子ども 

５．「海外在留邦人」の子ども 

６． ①政治的視点  （誰が何のために語るのか） 

   ②研究史的視点 （どの文脈で語るのか） 

   ③目的論的視点 （何をめざして語るのか） 

   川上の主張： 

   P．27 複数言語環境で生きる子どもが複数言語と向き合い、 

      自らの生き方、アイデンティティをどう「名乗る」のか 

      実践者は子どもとどう向き合うのかという教育的課題こそ 

  ４．第二言語習得研究と分析概念の「移動する子ども」 

    １．ポスト構造主義的アプローチ批判 

    ２．「移動する子ども」という分析概念 

  ５．「第二言語教育」「継承語教育」から複数言語教育の「移動する子ども」学へ 

 

 

 

 

今日のポイント 

Ⅰ．「移動する子ども」学へ向けた視座 （拙著、第１章） 

Ⅱ．「移動する家族」の視点：一青妙さんと家族 （学会発表） 

Ⅲ．１９７４年の「移動する子ども」の語り 
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  Ⅱ．学会発表 

   １．はじめに：「移動する子どもと一青妙 

   ２．研究の視座 

     １．先行研究レビュー 

     ２．分析概念としての「移動する子ども」 

   ３．「移動する子ども」という家族の歴史 

     １．一青妙著『私の箱子』（2012）の概要 

     ２．分析 

   ４．考察 

   ５．結語 

 

   資料 

    川上郁雄（2013） 

    「幼少期より複数言語環境で成長した子どもの経験と記憶はその後の生にどのような 

     影響を与えるのか―台湾と日本で成長した一青妙氏とその家族の歴史を例に―」 

    『2013 年度日本語教育学会春季大会予稿集』pp．269‐274． 

 

  Ⅲ．１９７４年の「移動する子ども」の語り 

   資料： 

  ヘンリー・一美・早瀬（1974） 

    「南カリフォルニアにおける日系人の日本語教育について」 

    『日本語教育』24 号．Pp．7‐14． 
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